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ページ 文章 発話 日本語訳

1 寒い冬が北方から、狐（きつね）の親子の棲（す）んでいる森へもやって
来ました。

［しばらく無言で読む。］ อืม่ เออ่ คดิวา่ น่าจะเป็น 
เออ่ พอ่แมล่กู เออ่ สนัุขจิง้จอก น่าจะยา้ยมาจาก 
เออ่ ทางเหนือ ทีต่อนนี้เป็นฤดหูนาว หนาวแบบ
หนาวมากดว้ย ยา้ยมาอยู่ในป่า

［しばらく無言で読む。］うーん，あの，思うに，お
そらくは，あの，両親と子，あの，狐，から移動し
てきたでしょう，あの，北の方は今冬で，とても寒
いし，森に移って来ました。

2 或朝（あるあさ）洞穴（ほらあな）から子供の狐が出ようとしましたが、
「あっ」と叫んで眼（め）を抑（おさ）えながら母さん狐のところへころげて
来ました。

［しばらく無言で読む。］ ทนีี้ เออ่ เชา้วันนงึ 
ほら［日本語で発話する］ คอือะไรไมรู่ ้แตเ่ดา แต่
 อนันี้ 穴［日本語で発話する］ ทีแ่ปลวา่ ร ูก็เดา
วา่น่าจะเป็นสกัรูหนึง่ ［笑う］ อาจจะเป็นรูถ ้าหรอื
เป็นรูโพรงไม ้อะไรอยา่งนี้ แตค่ดิวา่น่าจะเป็นสกั
โพรงก็เลยขอขา้มไป

［しばらく無言で読む。］そこで，あの，或日の朝，
「ほら」が何かは分かりません。でも，勘で，でも，
これ，「穴」は訳すと，穴，なので，勘である何らか
の穴です［笑う］。たぶん洞窟か樹洞か，何かそ
のような。でも，おそらく何かの洞だと思いますの
で飛ばしていきます。

3 ลกูสนัุขจิง้จอกก็ โผลม่า แลว้ก็ตะโกนขึน้มาวา่ อะ้ 

［笑う。］ ［しばらく無言で読む。］ จ า 

おさえる［日本語で発話する］ ไมไ่ด ้
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「おさえ
る」を調べる］ ก็เลยขอหาด ู
おさえる［日本語で発話する］ ［「おさえる」の漢字
表記「押さえる」「抑える」「押える」と，「to pin 
something down」という意味が示された。］

子狐が，現れて，それに叫んだのは，あっ。［笑
う。］［しばらく無言で読む。］「おさえる」を覚えて
いません［スマートフォンのimiwa?アプリを選択
し，「おさえる」を調べる］ので「おさえる」を探して
みさせてください。［「おさえる」の漢字表記「押さ
える」「抑える」「押える」と，「to pin something 
down」という意味が示された。］

4 使ったのはimiwa?ですね。

5 ใชค่ะ่ そうです。

6 おさえる［日本語で発話する］ ก็คอืใหเ้ดาก็น่าจะ
ประมาณแบบ เออ่ น่าจะแบบขม่ตาลงแลว้ก็ 
ころげてきました［日本語で発話する］ ตรงนี้ไม ่
sure［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］ วา่แปลวา่อะไร แตเ่ดาวา่น่าจะกลิง้ไปหา
แมส่นัุขจิง้จอก แลว้ก็บอกวา่

「おさえる」はつまり，勘ならおそらく大体のところ
で，えー，おそらくなんか眼を押さえてでしょう，そ
れから，「ころげてきました」ここのところはどう訳
すのか「sure」［タイ語において外来語に当たり，
タイ語発音をする］ではありません。でも，勘でな
らおそらく，母狐に転がって行きました。それか
ら，言ったことは，

7 「母ちゃん、眼に何か刺さった、ぬいて頂戴（ちょうだい）早く早く」と言い
ました。

เออ่ แม ่แมจ่า๋ ม ีเหมอืนมอีะไรทิม่ตาอยู่อะ่ เอา
ออกใหห้น่อยส ิเร็วๆ

えー，お母さん，お母さーん，どうも眼に何か刺
さっているみたい。ちょっと取り出してよ。早く早
く。

8 母さん狐がびっくりして、あわてふためきながら、眼を抑えている子供の
手を恐る恐るとりのけて見ましたが、何も刺さってはいませんでした。

แมส่นัุขจิง้จอกก็ตกใจ ［しばらく無言で読む。］ 
ตรงนี ้
［「あわてふためきながら」のところを指さす］ 
แปลวา่อะไรไมรู่ ้แตเ่ดาวา่ น่าจะเป็นการแบบ 
ส ารวจดวูา่ เออ่ เห็นลกูดมูทีา่ทางกลัว อยากให ้
เอาออก แตว่า่ มองไมเ่ห็นวา่ มอีะไรแทงอยู่

母狐はびっくりしました。［しばらく無言で読む。］
このところは［「あわてふためきながら」のところを
指さす］何と訳すのか分かりません。でも，推測
すると，おそらくはなんか，調べてみたのは，
えー，子供を見ると恐れている様子があり，取り
出してほしがっています。でも，見ても見つかりま
せん，何か刺さっているものがあるのかは。

9 誰が恐れていたのですか。

10 ลกูสนัุขจิง้จอก 子狐。

11 母さん狐は洞穴の入口から外へ出て始めてわけが解（わか）りました。 ［しばらく無言で読む。］ เออ่ แมส่นัุขจิง้จอกก็ 
［しばらく無言で読む］ 解り［日本語で発話する］
 ไมรู่ ้解ります［日本語で発話する］ มนัแปลวา่
อะไร คงไมน่่าใชค่ าวา่ 
わかりました［日本語で発話する］ 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「解る」
を調べる。］ มนัก็ยังเป็นเขา้ใจ ก็คอื คอืตรงเนี่ยก็
จะ เดา［強く発音する］ วา่วา่ น่าจะแปลวา่ ก็คอื
คงตอ้งท าความเขา้ใจวา่ตอ้ง ออกจากรู และเริม่
ไปขา้งนอกไดแ้ลว้ ก็ยังอา่นตอ่ไปกอ่น

［しばらく無言で読む。］えー，母狐は［しばらく無
言で読む］，「解り」，「解ります」が分かりません，
これをどう訳すのか。きっと「わかりました」ではな
いはずです。［スマートフォンのimiwa?アプリを選
択し，「解る」を調べる。］これも分かるのままで
す。つまり，このところは，推測［強く発音する］す
ると，と，訳すのでしょう，んーきっと理解をしない
といけないのはなければならない，穴から出て，
それに外に出て行き始めなければならなくなりま
した。んーまだまずは続けて読んでいきます。

12 昨夜のうちに、真白な雪がどっさり降ったのです。 แลว้ก็ เมือ่คนืก็ เมือ่คนืเป็นคนืทีห่มิะ หมิะตก 
［しばらく無言で読む。］

それから，昨夜は，昨夜は雪の夜でした，雪が降
りました。［しばらく無言で読む。］

13 その雪の上からお陽（ひ）さまがキラキラと照（てら）していたので、雪は
眩（まぶ）しいほど反射していたのです。

หมิะอนันัน้คอืร่วงลงมาจากขา้งบน แลว้ก็มพีระ
อาทติยส์อ่งแสง เป็นประกายระยบิระยับ

その雪は上から落ちてきました。それに太陽が光
り輝いて，キラキラの輝きでした。

14 寒いところから来たのですよね？

15 ใชค่ะ่ そうです。

16 ここも寒いですか。

17 หนาวอยู่นะ ［笑う］ ก็ม ีตรงนี ้
［ペン先を「寒い冬が北方から」あたりで丸く動か
す］ คดิวา่แบบเป็น บอกวา่มาจากทางหนาว หรอื
วา่ตัง้ ใชค้ าวา่ตัง้แต ่ไมรู่ ้อาจเป็นค าบอกเวลาก็ได ้
 ก็เลยเดาวา่ก็น่าจะดตูอ่ไปกอ่น

寒いですね［笑う］。んーあります，このあたり［ペ
ン先を「寒い冬が北方から」あたりで丸く動か
す］。思いますなんか，述べているのは寒いところ
から来ました，もしくは，か，からという語を使った
ので，分かりません，時間を告げる語かもしれま
せん，なので，推測ではんーおそらくはまずは続
けて見ます。

18 眩しい［日本語で発話する］ เคยเรยีนแตจ่ าไมไ่ด ้
 ก็จะลองด ู［笑う］ 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「眩し
い」を調べる。］

「眩しい」，勉強したことがありますが覚えていま
せん。まあ見てみます［笑う］。［スマートフォンの
imiwa?アプリを選択し，「眩しい」を調べる。］

19 どこで勉強したのですか。A［協力者所属の大学
名］？［笑う。］

20 จ าไมไ่ดค้ะ่ ［笑う］ 
［スマートフォンで「眩しい」の検索結果を見る。］
 ประมาณระยบิระยับอะ่คะ่ ค านี้［「反射」のこと］ คอื
 จ าค าอา่น 漢字［日本語で発話する］ ไมไ่ด ้และ
จ าความหมายไมไ่ดด้ว้ย ก็เลยลองเขยีนหาด ู
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「反射」
と指で書いて調べる。］ 
反射［日本語で発話する］ แปลวา่แบบ 
reflex［英語で発話する］ ทีแ่ปลวา่ เออ เหมอืนกบั
 อา่ มนัสะทอ้นออกมาระยบิระยับอะไรแบบนี้

覚えていません［笑う］。［スマートフォンで「眩し
い」の検索結果を見る。］だいたいきらめくです。
この語［「反射」のこと］は，「漢字」の読み方が覚
えていませんし。意味も覚えていません，ので書
いて探してみます。［スマートフォンのimiwa?アプ
リを選択し，「反射」と指で書いて調べる。］「反射」
を訳すとなんか「reflex」［英語で発話する］で訳す
と，えー，のような，あー，反射してきらめいてい
るとかこのようなことです。

21 雪を知らなかった子供の狐は、あまり強い反射をうけたので、眼に何か
刺さったと思ったのでした。

แลว้ก็ ลกูสนัุขจิง้จอกทีไ่มเ่คยรูจั้กหมิะ ก็ 
［しばらく無言で読む］ แบบ เหมอืนกบั แบบม ี
react［英語で発話する］ กบัหมิะอนันี้มาก คงคดิ
วา่ คงคดิวา่ คงจะมอีะไรทิม่ตา เหมอืนตอนทีเ่ห็น
อนันี้ เห็นหมิะระยบิระยับ ก็คงคดิวา่เหมอืนมอีะไร
ทิม่ตาแน่ ๆ เลย

そして，雪を知らなかった子狐，は［しばらく無言
で読む］なんか，のような，なんかこの雪にすごく
「react」［英語で発話する］がありました。たぶん
思ったのは，たぶん思ったのは，眼に何か刺さっ
ているのでしょう。どうもこれを見たときのように，
きらめく雪を見て，んーきっとどうも眼に何か刺
さったに違いがないように思ったのでしょう。

22 子供の狐は遊びに行きました。 ลกูสนัุขจิง้จอกก็ ออกไปวิง่เลน่ 子狐は，遊びに走って出ていきました。

23 真綿（まわた）のように柔（やわら）かい雪の上を駈（か）け廻（まわ）ると、
雪の粉（こ）が、しぶきのように飛び散って小さい虹（にじ）がすっと映るの
でした。

เออ่ ค ายากเยอะอะ่ ［笑う］ คอื 
真綿［日本語で発話する］ คอืไรไมรู่แ้ต ่ก็บอก 
เหมอืนกบัเป็นค าเปรยีบเทยีบวา่ เออ่ บนหมิะ มนั
นุ่มมากราวกบั 真綿［日本語で発話する］ ก็ ขี้
เกยีจแปล ขา้มมาก ［笑う］ ขีเ้กยีจมาก

えー，難しい語が多いんですよ［笑う］。んー「真
綿」が何か分かりませんが，んー述べている，比
較の言葉のように，えー，雪の上，それは「真綿」
のようにとても柔らかく，んー，訳すのが面倒で
す。飛ばしてばかりです［笑う］。すごく面倒です。

24 เขาบอก 駈け廻ると［日本語で発話する］ 

駈け廻る［日本語で発話する］ ไมเ่คยเจอทีเ่ป็น

 漢字［日本語で発話する］ ตัวนี้ก็เลยลองหาด ู

อะไรวะ่เนี่ย ไมข่ ึน้ 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「かけま
わる」と打ち込んで調べるが「駆け廻る」の表記が
選択肢に現れなかったため，「駆け廻る」と指で
書いて調べる。］

述べているのは，「駈け廻ると」。「駈け廻る」，こ
の漢字では見たことがありませんので何なのか
探してみます。あがってきません。［スマートフォ
ンのimiwa?アプリを選択し，「かけまわる」と打ち
込んで調べるが「駆け廻る」の表記が選択肢に現
れなかったため，「駆け廻る」と指で書いて調べ
る。］

行番号
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25 ［「駆け廻る」を調べたが，「駆」と「廻」とが別々に
訳された。］ ถา้ อนันี้ ［「駈け廻る」のこと］ มนัไม่
มเีป็นค า แตแ่ยกสว่นประกอบ 
漢字［日本語で発話する］ ออกมาได ้ก็คอืแปลวา่
วิง่ ไปรอบ ๆ บนเนนิไอกองหมิะนัน้ 
雪のこが［日本語で発話する］ ก็คอื 
ご［日本語で発話する］ อนันี้ ไมรู่ว้า่ 
雪のこ［日本語で発話する］ ตรงๆแปลวา่อะไร 
แตว่า่ こ［日本語で発話する］ อนันี้ แบบเคยเห็น
อยู่ในทีอ่ยู่ตาม แป้ง หรอืทีเ่ป็นผง ฝุ่ นผง ก็เดาวา่
น่าจะเป็นพวกแบบ เศษหมิะ ก็น่าจะเป็นเออ่ 
ละอองหมิะ ก็ 
しぶきのように［日本語で発話する］ แลว้ก็ 
しぶき［日本語で発話する］ คอือะไรไมรู่ ้แตเ่ดา
วา่น่าจะฟุ้งกระจาย ฟุ้งกระจาย แลว้แบบ สะทอ้น
แสงออกมากลายเป็นสายรุง้ได ้

［「駆け廻る」を調べたが，「駆」と「廻」とが別々に
訳された。］もし，これ［「駈け廻る」のこと］が語と
してないのなら，でも，構成する「漢字」の部分に
分けて出てくることができます。つまり，訳すと周
りを走り廻ります，その雪に覆われた上を。「雪の
こが」んーこの「ご」，これ，分からないのは「雪の
こ」のあたりを何と訳すかです。ですが，「こ」，こ
れ，なんか，粉，もしくは細かなもの，粉末，の中
で見たことがあります。なので，推測するとおそら
く，とかの類，雪のかけら，んーおそらくはえー，
雪の結晶，んー「しぶきのように」それと「しぶき」
が何かは分かりません。でも，推測するならおそ
らく飛び散るのだと思います，飛び散って，それ
から，なんか，光を反射して虹になることができま
す。

26 すると突然、うしろで、「どたどた、ざーっ」と物凄（ものすご）い音がして、
パン粉のような粉雪（こなゆき）が、ふわーっと子狐におっかぶさって来ま
した。

ทันใดนัน้ ขา้งหลัง ［しばらく無言で読む。］ 
どたどた ざーっ［日本語で発話する］ นี่คอือะไรก็
ไมรู่ ้เป็น น่าจะเป็นค าอทุานซกัอยา่ง แลว้ก็ สง่
เสยีงดังออกมา ดังมาก

突然，うしろ，［しばらく無言で読む。］「どたどた，
ざーっ」，これが何かは分かりません。です，おそ
らく何かの感動詞のようです。それから，大きな
音を出しました。とても大きいです。

27 ［しばらく無言で読む。］ 
このような粉雪が［日本語で発話する］ 
［しばらく無言で読む。］ 
粉ゆ［日本語で発話する］ 
［しばらく無言で読む。］ ละอองหมิะทีเ่หมอืนกบั 
เออ่ แป้งท าขนมปังเหรอ ［笑う］ ふわーっと 
ふわーっと［日本語で発話する］ คอือะไรไมรู่ ้
ขา้มไปกอ่นแลว้ก็ ลกูสนัุขจิง้จอกก็ 
ぶさってきました［日本語で発話する］ ไมรู่จั้กเลย
 ลองหาด ู［笑う］ 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「おっ被
さる」を調べる。］ เออ่ おっかぶっさて 
さて［日本語で発話する］ จะขึน้ไหมเนี่ย ในนี้
แปลวา่ cover［英語で発話する］ ทีแ่ปลวา่คลมุ ก็
คอืเดาวา่ เออ่ ［しばらく無言で読む。］ คอืเดาวา่
น่า น่าจะโดนละอองหมิะคลมุ ราวกบัเวลาแป้ง
ขนมปังคลมุ อะไรอยา่งนี้

［しばらく無言で読む。］「このような粉雪が」。［し
ばらく無言で読む。］「粉ゆ」。［しばらく無言で読
む。］と同じような雪化粧，えー，パンを作る粉な
のですか［笑う］。「ふわーっと，ふわーっと」は何
か分かりません。まずは飛ばしていってそれか
ら，子狐は「ぶさってきました」はまったく知りませ
ん，ので見てみます［笑う］。［スマートフォンの
imiwa?アプリを選択し，「おっ被さる」を調べる。］
えー，「おっかぶっさて，さて」はあがってくるで
しょうか。この中では「cover」［英語で発話する］と
訳します，訳すと覆うです。なので，推測すると，
えー［しばらく無言で読む］つまり，推測するとお
そらく，おそらくは雪の結晶に覆われて，まるでパ
ンの粉が覆ったときとかそのような感じです。

28 子狐はびっくりして、雪の中にころがるようにして十米（メートル）も向こう
へ逃げました。

ลกูสนัุขจิง้จอกก็ตกใจ ［しばらく無言で読む。］ 
เออ่ ころがるように 
ころがる［日本語で発話する］ คอือะไรก็ไมรู่ ้เราก็
 ลองหา ［笑う］ 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「ころが
る」を調べる。］ คอืกลิง้ ก็คอืกลิง้ ราวกบักลิง้อยู่
ในหมิะ ［しばらく無言で読む。］ อืม่ เดาวา่ก็คง
ตกใจ แลว้ก็ วิง่หน ีวิง่หนีออกไปอะ่คะ่ ตรงนี้ยัง
งง ๆ นดิหน่อยก็เลยขา้ม แต ่ประโยคทีส่ าคัญก็คอื
 น่าจะวิง่หนีไป แลว้ก็

子狐はびっくりしました。［しばらく無言で読む。］
えー，「ころがるように，ころがる」は何か分かりま
せん。私は，探してみます［笑う］。［スマートフォ
ンのimiwa?アプリを選択し，「ころがる」を調べ
る。］つまり，ころがる，つまりはころがる，だいた
いのところで雪の中をころがります。［しばらく無
言で読む。］うーん，推測するとたぶん驚いてか
ら，走って逃げます，走って逃げて行ったんです。
ここのところは，まだ少し混乱していますので飛
ばします，が，文で大切なところは，走って逃げて
行ったことでしょう。それから，

29 何から逃げたのですか。

30 ［しばらく無言で読む。］ ไม ่
sure［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］ เหมอืนกนัคะ่ ［笑う］ ไม ่
sure［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］ เหมอืนกนั ไมรู่ว้า่จากหมิะหรอืเปลา่ แบบ 
อาจจะแบบ หมิะร่วงลงมาหรอือะไรอยา่งนี้คะ่

［しばらく無言で読む。］私も「sure」［タイ語におい
て外来語に当たり，タイ語発音をする］ではありま
せん［笑う］。私も「sure」［タイ語において外来語
に当たり，タイ語発音をする］ではありません。雪
からなのか分かりません。なんか，たぶんなん
か，落ちてきた雪か何かこんな感じです。

31 何だろうと思ってふり返って見ましたが何もいませんでした。 บอกวา่ ก็งงวา่น่ันคอือะไร ก็หนักลับไปด ูก็ไมม่อีะไร 言ったことは，んー混乱しているのはそれが何か
です。それで，振り返ってみても，何もありませ
ん。

32 それは樅（もみ）の枝から雪がなだれ落ちたのでした。 ［しばらく無言で読む。］ 
もみ［日本語で発話する］ ไม ่
sure［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］ วา่คอือะไร แตเ่ดาวา่ แตว่า่จะลอง ดกูอ่น 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「樅」を
調べる。］ ออ๋ คอืตน้ 
fir［タイ語において外来語に当たる］ เดาก็คอืไม่
มอีะไร ซึง่ก็คอื มนัเป็นแคห่มิะทีห่ลน่ลงมาจากกิง่
ของตน้ กิง่ของตน้ 
fir［タイ語において外来語に当たる］ ก็คอืตน้ 
樅［日本語で発話する］

［しばらく無言で読む。］「もみ」は何か「sure」［タイ
語において外来語に当たり，タイ語発音をする］
ではありません。でも，推測するなら，でも，試し
に，まずは見ます。［スマートフォンのimiwa?アプ
リを選択し，「樅」を調べる。］なるほど，「fir」［タイ
語において外来語に当たる］の木です。推測する
と何もありませんでした。すなわち，それは単なる
木の枝から落ちてきた雪，「fir」［タイ語において
外来語に当たる］の木，つまり，「樅」の木の枝で
す。

33 まだ枝と枝の間から白い絹糸のように雪がこぼれていました。 แลว้ก็ระหวา่งกิง่ของทัง้คู ่ก็ยังม ีเออ่ 
漢字［日本語で発話する］ สองตัวนี้
［「絹糸」のこと］ อา่นไมอ่อก 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，指で「絹
糸」と書いて調べる。］ อนันี้มนัคอื 
絹糸［日本語で発話する］ ทีแ่ปลวา่เสน้ไหม ก็คอื
วา่มนัยังมเีสน้ไหมสขีาว ๆ ออ๋ ก็คอืม ีหมิะทีก่อง
อยู่ตรงนัน้ ราวกบัมเีสน้ไหมสขีาว ๆ วางอยู่

そして，枝と枝の間の間には，まだある，あの，こ
の2つの「漢字」［「絹糸」のこと］は読めません。
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，指で「絹
糸」と書いて調べる。］これは「絹糸」で訳すと絹
糸です。つまりはそれはまだ白い絹糸があり，な
るほど，つまり，あります，そのところにある雪
は，白い絹糸が置いてあるようでした。

34 間もなく洞穴へ帰って来た子狐は、「お母ちゃん、お手々が冷たい、お
手々がちんちんする」と言って、濡（ぬ）れて牡丹色（ぼたんいろ）になっ
た両手を母さん狐の前にさしだしました。

หลังจากนัน้ไมน่านลกูสนัุขจิง้จอกทีก่ลับเขา้ไปใน

โพรงก็บอกวา่

それから，まもなくして洞の中に帰ってきた子狐
が言ったことは，

35 แมจ่า๋ แบบ หนาวมอืจัง แบบรูส้กึ มอืชาไปหมดเลย
 ［しばらく無言で読む。］ แลว้ก็เอามอืทีเ่ปียกแลว้
ก็ 牡丹色 牡丹色［日本語で発話する］ ไมรู่ ้
แปลวา่ไร แตเ่ดาวา่น่าจะซดี น่าจะสซีดี 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「牡丹色
」を調べようとするが，「牡」「丹」「色」の3字に分け
られてしまう。］ ออ๋ ในนี้แยกกนั 
漢字［日本語で発話する］ น่ะ มนัน่าจะแปลวา่มอื
แดง มอืแดง เอามอืแดงสองขา้งไปใหแ้มดู่

お母さーん，なんか，手がすごく冷たい，なんか
感じる，手が完全にしびれてる。［しばらく無言で
読む。］それから，濡れた手を出してから，「牡丹
色，牡丹色」どう訳すか分かりません。でも，勘な
ら淡いかもしれません，淡い色かもしれません。
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「牡丹
色」を調べようとするが，「牡」「丹」「色」の3字に
分けられてしまう。］おお，この中では「漢字」に分
けました。それは訳すと赤い手，赤い手。2本の赤
い手をお母さんに見せました。

36 母さん狐は、その手に、はーーっと息をふっかけて、ぬくとい母さんの手
でやんわり包んでやりながら、「もうすぐ暖（あたたか）くなるよ、雪をさわ
ると、すぐ暖くなるもんだよ」といいましたが、かあいい坊やの手に霜焼
（しもやけ）ができてはかわいそうだから、夜になったら、町まで行って、
坊（ぼう）やのお手々にあうような毛糸の手袋を買ってやろうと思いまし
た。

แมส่นัุขจิง้จอกก็บอกวา่ แมส่นัุขจิง้จอกก็ปลอ่ยลม
หายใจทีม่อืตรงนัน้ แลว้ก็ ［しばらく無言で読む］ 
ตรงนี้ไมไ่ดแ้ปลออกทกุค า แตเ่ดาวา่ก็น่าจะ
เหมอืนกบั เออ่ เอามอืของแม ่อุม้มอืของลกูไว ้เออ่
 เอามากอด มาจับ อะไรอยา่งนี้ไว ้

母狐が言ったことは，母狐はその手に息を吐き出
して，それから，［しばらく無言で読む］ここは全部
の語を訳出していませんがおそらく同じような，
えー，母の手を持ってきて，子供の手を包んでお
いて，えー，持ってきて抱く，掴む，とかこのような
感じです。

37 บอกวา่ เดีย๋วก็จะอุน่ขึน้แลว้ ถา้แบบไกลจากหมิะ
มา มนัก็จะอุน่ขึน้นะ พอพดูแบบนัน้ 
［しばらく無言で読む］ คอืตรงนี้แปลไมอ่อกหมด
อยา่งเชน่ かあいい坊や［日本語で発話する］ นี่
คอือะไรก็ไมรู่ ้แตจ่ะขา้ม แตก็่คอื ภาพ ภาพรวมก็
คอื เออ่ รูส้กึสงสารทีม่อืโดนหมิะกดั พอกลางคนืก็
เลยเขา้ไปในเมอืง แลว้ก็ ไปซือ้ถงุมอืมา แลว้ก็
ตัง้ใจวา่จะไปซือ้ถงุมอืมา พอ พอกลางคนืมดืแลว้ 
เออ่

言ったことは，ちょっとしたら暖くなる。もしなんか
雪から離れたら，それで，暖くなるよ。そのように
言うと［しばらく無言で読む］あのこのところは全
て訳せません。たとえば，この「かあいい坊や」も
何か分かりません。でも，飛ばします。でも，それ
は，像，全体像は，えー，手に霜焼ができるのは
かわいそうだと感じます。夜になるとそれで，町に
入って行って，それから，手袋を買いに行ってき
ます，それから，手袋を買いに行ってくると決心し
ました。なると，夜が暗くなると，えー，

38 暗い暗い夜が風呂敷（ふろしき）のような影をひろげて野原や森を包みに
やって来ましたが、雪はあまり白いので、包んでも包んでも白く浮びあ
がっていました。

［しばらく無言で読む。］ 
風呂敷のような［日本語で発話する］ คอื รูจั้ก 
風呂敷［日本語で発話する］ แตไ่มรู่ว้า่เป็น 
風呂敷［日本語で発話する］ เดยีวกนัไหม 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「風呂敷
」を調べる。］ 
Okay［タイ語において外来語に当たる］ คอืเดาวา่
 คงจะเป็น 
view［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］ ทวิทัศน์ทีแ่บบ เออ่ สวยเหมอืนกบัภาพ 
風呂敷［日本語で発話する］ ทีแ่บบแผอ่ยู่ในทุง่
หญา้ ［しばらく無言で読む］ โอย้ ยากจัง ออ๋ 
เหมอืนกบัหมิะมาปกคลมุ พวกทุง่หญา้ หรอืป่าไม ้
เหมอืนกบัเป็นภาพ 風呂敷［日本語で発話する］ 
ไว ้แลว้หมิะมนัขาวดว้ย ก็เลยเห็นวา่แบบ มนัขาว
ไปหมดเลย

［しばらく無言で読む。］「風呂敷のような」は，「風
呂敷」は知っていますが，同じ「風呂敷」かは分か
りません。［スマートフォンのimiwa?アプリを選択
し，「風呂敷」を調べる。］「Okay」［タイ語において
外来語に当たる］つまり，推測するなら，のような
「view」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］景色なのでしょう，えー，「風呂敷」の姿
のようにきれいで，草原の中に広がっているよう
に，［しばらく無言で読む］うわー，すごく難しい。
ああ，覆う雪のように，草原，或るいは森，「風呂
敷」を置いた姿のようでした。それに，雪それも白
いです，のでなんか見えました，全てが完全に白
く。

39 親子の銀狐は洞穴から出ました。 ［しばらく無言で読む。］ ก็ เออ่ พอ่แม ่พอ่แมล่กู
สนัุขจิง้จอกก็ออกจากโพรงมา

［しばらく無言で読む。］んー，えー，父母，父母子
の狐は洞から出てきました。

40 父親もいるんですね。

41 น่าจะมพีอ่นะคะ คอื มนัใชค้ าวา่ 
親子［日本語で発話する］ อะ่ คอือาจจะเป็นแม่
ลกูก็ได ้แตว่า่ ลองดไูปกอ่น แตน่ะ คดิวา่น่าจะมแีม่
 เทา่ทีเ่ห็นผา่น ๆ

父親はいるでしょうね。あの，ここは「親子」の語
を使っています。つまり，たぶん母子でもいいで
す。でも，まずは見にいってみます。でも，です
ね，お母さんがいると思います，これまで通ってき
た限りでは。

42 子供の方はお母さんのお腹（なか）の下へはいりこんで、そこからまんま
るな眼をぱちぱちさせながら、あっちやこっちを見ながら歩いて行きまし
た。

ก็ลกูสนัุขจิง้จอกก็อยู่ตรงใตท้อ้ง ก็ แลว้ก็ 
［しばらく無言で読む］ ตรงนี้แปลไมอ่อก แตเ่ดา
วา่น่าจะแบบ อยู่ใตท้อ้งแม ่รูส้กึถกูใจทกุอยา่งแบบ
 เดนิไปแบบ มองไปทางนูน้ทางนี้ไปเรือ่ย ๆ

で，子狐はお腹の下にいて，で，それで［しばらく
無言で読む］ここは訳せません。でも，推測では，
おそらくなんか，母のお腹の下にいて，全てが満
たされるように感じてなんか，歩いていってその，
あっち側をこっち側をと見にいってとしていまし
た。



43 やがて、行手（ゆくて）にぽっつりあかりが一つ見え始めました。 ［しばらく無言で読む。］ ทันใดนัน้ก็ ตรงนี้แปล
ไมไ่ดล้ะเอยีด แต ่ก็เดาวา่ ก็น่าจะเงยหนา้ขึน้ไป
ขา้งบน

［しばらく無言で読む。］突然その，このところは詳
しく訳せません。でも，んー推測でなら，んーおそ
らく上に向かって上を向くのでしょう。

44 それを子供の狐が見つけて、「母ちゃん、お星さまは、あんな低いところ
にも落ちてるのねえ」とききました。

แลว้ก็ ลกูสนัุขจิง้จอกก็แบบวา่ แมจ่า๋ 
［しばらく無言で読む。］ คณุดวงดาว เขา บอกวา่
 ท าไมคณุดวงดาวถงึ หลน่ลงมาในทีท่ีเ่ตีย้ขนาดนี้

それから，子狐はこうなんかその，お母さーん。
［しばらく無言で読む。］お星さん，あれ，なぜお星
さんは，こんなにも低いところに落ちてきたのです
か，と言いました。

45 「あれはお星さまじゃないのよ」と言って、その時母さん狐の足はすくんで
しまいました。

บอกวา่ ออ๋ แมก็่บอกวา่ ออ๋ น่ันไมใ่ชค่ณุดวงดาว
หรอกนะ ［しばらく無言で読む。］ อนันี้ ก็คอืแม่
สนัุขจิง้จอกน่าจะเอาเทา้มา 
すくんでしまいました［日本語で発話する］ อยาก
รูว้า่แปลวา่อะไร 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「すくむ」
を調べる。］ すくむ［日本語で発話する］ หรอื
เปลา่ ไม ่
sure［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］ ออ๋ ก็คอื ตอนนัน้เทา้ของแมส่นัุขจิง้จอกก็
 อนันี้［「すくむ」のこと］ แปลวา่ 
freeze［英語で発話する］ 
freeze［英語で発話する］ แปลวา่ แชเ่ย็นแลว้

言ったのは，ああ，母は，ああ，あれはお星さん
じゃないんだよ，と言いました。［しばらく無言で読
む。］これ，は，母狐は足をもってきて「すくんでし
まいました」，どんな意味か知りたいです。［ス
マートフォンのimiwa?アプリを選択し，「すくむ」を
調べる。］「すくむ」なのですか，「sure」［タイ語に
おいて外来語に当たり，タイ語発音をする］では
ありません。ああ，つまり，その時母狐の足は，こ
れ［「すくむ」のこと］，訳すと「freeze」［英語で発話
する］です。「freeze」［英語で発話する］を訳すと，
冷やされてしまいました。

46 「あれは町の灯（ひ）なんだよ」 แลว้ก็บอกวา่ อนันัน้คอื ไฟของในเมอืง それから，言ったことは，あれは，町の電気です。

47 その町の灯を見た時、母さん狐は、ある時町へお友達と出かけて行っ
て、とんだめにあったことを思出（おもいだ）しました。

［しばらく無言で読む。］ แมส่นัุขจิง้จอกพอเห็น 
ไฟในเมอืงก็ ［しばらく無言で読む］ นกึถงึเรือ่ง 
นกึถงึสมยัตอนทีอ่อกมาหาเพือ่นในเมอืง

［しばらく無言で読む。］母狐は見ると，町の電気
を［しばらく無言で読む］のことを思い出しました，
町にいる友達を訪ねて出かけてきたとき，ときを
思い出しました。

48 およしなさいっていうのもきかないで、お友達の狐が、或（あ）る家の家鴨
（あひる）を盗もうとしたので、お百姓（ひゃくしょう）に見つかって、さんざ
追いまくられて、命からがら逃げたことでした。

［しばらく無言で読む。］ 
およしなさいっていうのもきかないで［日本語で発
話する］ ตรงนี้ไมรู่แ้ปลวา่อะไร แตว่า่ เพือ่นของ
สนัุขจิง้จอกตัวนัน้ก็คอื ตัง้ใจจะไปขโมย เป็ดของ
บา้นหนึง่ ［笑う］ お百姓に見つかって 
さんざ追いまくられて［日本語で発話する］ 
百姓［日本語で発話する］ คอือะไรไมรู่ก็้เลยหา 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「百姓」
を調べる。］ แปลวา่ชาวนา แปลวา่ เออ่ ชาวนา 
แตช่าวนาดันเจอกอ่น ก็เลย เลยโดนไล ่แลว้ก็ 
แลว้ก็หนีมา

［しばらく無言で読む。］「およしなさいっていうの
もきかないで」，ここは何と訳すか分かりません。
でも，その狐の友達はというと，盗みに行こうと決
意していました，ある家の家鴨を［笑う］。「お百姓
に見つかって，さんざ追いまくられて」，「百姓」が
何か分かりませんので，探します。［スマートフォ
ンのimiwa?アプリを選択し，「百姓」を調べる。］農
民と訳します。訳すと，えー，農民，ですが，農民
に先に見つかって，それで，で追いかけられて，
それから，それから，逃げてきました。

49 逃げたのは友達のほうですか。

50 อะไรนะคะ 何ですか。

51 誰が逃げてきたんですか。

52 ［しばらく無言で読む。］ น่าจะเป็นเพือ่นนะคะ 
เพือ่นสนัุขจิง้จอก เพราะวา่ นี่
［「お友達の狐が」のこと］ ยังเป็น 
が［日本語で発話する］ อยู่

［しばらく無言で読む。］おそらく友達ですね。狐の
友達。というのも，ここに［「お友達の狐が」のこ
と］「が」がありますので。

53 お母さんの友達ですか。

54 เพือ่นของแม ่เพือ่นของแมค่ะ่ お母さんの友達，お母さんの友達です。

55 「母ちゃん何してんの、早く行こうよ」と子供の狐がお腹の下から言うので
したが、母さん狐はどうしても足がすすまないのでした。

แลว้ก็ บอกวา่ แมจ่า๋ ท าอะไรอยู ่ละ่ รบี ๆ ไปส ิลกู
สนัุขจิง้จอกทีอ่ยู่ขา้งใตก็้พดูขึน้มา แตว่า่ เทา้ของ
แมก็่ แบบ กา้วไปขา้งหนา้ไมไ่ด ้

それで，言ったのは，お母さーん，何してる，んだ
よ，急いで急いで行こう，と下にいる子狐は言っ
てきました。でも，お母さんの足は，なんという
か，前に進めることができませんでした。

56 そこで、しかたがないので、坊（ぼう）やだけを一人で町まで行かせること
になりました。

เพราะงัน้ ชว่ย เพราะดว้ยความชว่ยไมไ่ด ้
坊や［日本語で発話する］ เริม่อยากรูแ้ลว้วา่ 
坊や［日本語で発話する］ คอือะไร 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「坊や」
を調べる。］ ตอนแรกขา้มมา เพราะคดิวา่ไมน่่าจะ
ใช ้ออ่ มนัคอื boy［英語で発話する］ ［笑う］ มนั
คอื boy［英語で発話する］ 
okay［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］ มนัก็คอื ปลอ่ยให ้คงตอ้งปลอ่ยใหล้กูชาย
ไปทีเ่มอืงคนเดยีว

したがって，助け，どうすることもできないので，
「坊や」，知りたくなってきました。「坊や」は何です
か。［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「坊
や」を調べる。］最初は飛ばしてきました。使いそ
うにないと思ったからです。ああ，これは「boy」
［英語で発話する］です［笑う］。これは「boy」［英
語で発話する］，「okay」［タイ語において外来語に
当たり，タイ語発音をする］。これはつまり，放ち
ます，おそらく息子を1人で町に行くように放たざ
るをえません。

57 「坊やお手々を片方お出し」とお母さん狐がいいました。 ［しばらく無言で読む。］ แมก็่บอกวา่ เออ่ ลกูจา๋ 
ขอมอืสองขา้งออกมาหน่อย ขอมอืออกมาหน่อย

［しばらく無言で読む。］お母さんが言ったことは，
えー，坊ややい，ちょっと両手を出してください，
ちょっと手を出してください。

58 その手を、母さん狐はしばらく握っている間に、可愛いい人間の子供の
手にしてしまいました。

แลว้ก็ แมก็่กมุมอืลกูไว  ้แลว้ก็ 
［しばらく無言で読む］ หมื ［笑う］ 
［しばらく無言で読む。］ ระหวา่งทีแ่มก่มุมอืไปได ้
สกัพัก ท าไม เออ่ ท าไมถงึกลายเป็นมอืของเด็ก
［「年少者」の意味での「子ども」］ ทีน่่ารักแทนละ่ 
［笑う］

それから，お母さんは子供の手を包み込んで，そ
れから［しばらく無言で読む］ふーむ［笑う］。［しば
らく無言で読む。］お母さんがしばらく手を包み込
んでいる間，何故，えー，なぜかわいい子供［「年
少者」の意味での「子供」］の手に変わったのです
か［笑う］。

59 坊やの狐はその手をひろげたり握ったり、抓（つね）って見たり、嗅（か）
いで見たりしました。

［しばらく無言で読む。］ เอะ๊ ［笑う］ 
［しばらく無言で読む。］ คอื ตรงชว่งนี้คอ่นขา้งงง
วา่เกดิอะไรขึน้ แตเ่ดาวา่ จู ่ๆ ลกูสนัุขจิง้จอกน่าจะ
กลายเป็น มนุษย ์［笑う］

［しばらく無言で読む。］え［笑う］。［しばらく無言で
読む。］つまり，このあたりのところは何か起きた
のかかなり混乱しています。でも，推測するなら，
不意に子狐はおそらく，なったのでしょう，人間に
［笑う］。

60 「何だか変だな母ちゃん、これなあに？」と言って、雪あかりに、またそ
の、人間の手に変えられてしまった自分の手をしげしげと見つめました。

แลว้ก็หนัไปมองแม ่แลว้ก็บอกวา่ ท าไมแบบ ม ีมนั
แปลกอะ่ แม ่เกดิอะไรขึน้ เออ่ พอพดูวา่อยา่งนัน้ก็
 มอง มอืตัวเองทีก่ลายเป็นมอืมนุษย์

それで，振り返ってお母さんを見て，それから，
言ったのは，なんでなんか，ある，これはおかし
いよ。お母さん，何か起きたの。えー，そのように
話すと，見ました，人間の手になった自分の手
を。

61 「それは人間の手よ。 แลว้ก็บอกวา่ เออ น่ันคอืมอืมนุษยน์ะ それから，言ったことは，えー，それは人間の手
だよ。

62 いいかい坊や、町へ行ったらね、たくさん人間の家があるからね、まず表
に円（まる）いシャッポの看板のかかっている家を探（さが）すんだよ。

ฟังนะ ฟังนะลกู เออ่ หลังจากไปทีเ่มอืง ก็จะมแีบบ 
เออ่ บา้นของมนุษยเ์ยอะมากเลย 
［しばらく無言で読む。］ กอ่นอืน่ ให ้เออ่ หา บา้น
ทีม่ ีเออ่ 円いしゃっぽ 
円いしゃっぽのひょうばん［日本語で発話する］
อยู ่しゃっぽ［日本語で発話する］คอือะไร 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「しゃっ
ぽ」を調べる。］ ออ๋ หมวก ［笑う］ แลว้ก็ อะ่ ให ้
หาบา้นทีม่ป้ีาย ทีม่หีมวกกลม ๆ อยู่

聞いて，聞いて坊や，えー，町に行ったら，んーあ
るなんか，えー，人間の家がすごくたくさん。［し
ばらく無言で読む。］まずは，ように，えー，探す，
がある家，えー，「円いしゃっぽ，円いしゃっぽの
ひょうばん」がある，「しゃっぽ」は何ですか。［ス
マートフォンのimiwa?アプリを選択し，「しゃっぽ」
を調べる。］ああ，帽子［笑う］。それで，あ，看板，
まるい帽子がある，がある家を探，させます。

63 それが見つかったらね、トントンと戸を叩（たた）いて、今晩はって言うん
だよ。

พอเจออนันัน้ก็ให ้เคาะประต ูแลว้ก็พดูวา่ 
こんばんは［日本語で発話する］ นะ

それを見つけたら，戸をノックして，それから，「こ
んばんは」と言うんですよ。

64 そうするとね、中から人間が、すこうし戸をあけるからね、その戸の隙間
（すきま）から、こっちの手、ほらこの人間の手をさし入れてね、この手に
ちょうどいい手袋頂戴って言うんだよ、わかったね、決して、こっちのお
手々を出しちゃ駄目（だめ）よ」と母さん狐は言いきかせました。

หลังจากนัน้ คนในบา้นก็จะคอ่ย ๆ เปิดประตใูห ้
隙間［日本語で発話する］ คอือะไรไมรู่ ้ก็เลยจะ
หา 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「隙間」
を調べる。］ แลว้ก็ประตนัูน้มนัก็จะเปิดขึน้มาให ้
นดิหนึง่ แลว้ก็เอามอือนัเนี้ย มอืมนุษยอ์นัเนี้ย เออ
 สอดเขา้ไปนะ

そのあと，家の中の人がゆっくりドアを開けてくれ
ます。「隙間」が何か分かりません，ので，探しま
す。［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「隙
間」を調べる。］それから，その戸を少しだけ開け
て，それから，この手を持ってきて，この人間の手
ね，えー，差し込んでね。

65 ［しばらく無言で読む。］ ตรงนี้อา่น 
漢字［日本語で発話する］ ไมอ่อก 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「頂戴」
を調べる。］ ออ๋ มนัคอืตัว 
いただく［日本語で発話する］ ก็คอืบอกวา่ เออ่ 
［紙をめくる］ บอกวา่ ขอถงุมอืทีพ่อดกีบัมอืนี้
หน่อย เขา้ใจเนอะ แลว้ก็สดุทา้ย อยา่เอา อยา่เอา
มอืที ่อยู่ทางนี้ออกมานะ เดาวา่น่าจะ แบบ มอืขา้ง
หนึง่ยังเป็นสนัุขจิง้จอก แตม่อือกีขา้งหนึง่เป็นมอื
มนุษยแ์ลว้

［しばらく無言で読む。］このところは「漢字」が読
めません。［スマートフォンのimiwa?アプリを選択
し，「頂戴」を調べる。］ああ，これは「いただく」の
字で，つまり，言っているのは，えー，［紙をめく
る］言ったのは，この手にちょうどいい手袋をくだ
さい，ね。分かるね。それから，最後に，出さない
で，こっち側にある，手を出しては駄目，出さない
で。推測ではおそらく，なんか，片手はまだ狐，で
すが，もう一方手は人間の手になりました。

66 それは推測ですか。

67 เดา ［笑う］ 推測です［笑う］。

68 「どうして？」と坊やの狐はききかえしました。 แลว้ก็ถาม อา้ว ท าไมอะ่ ลกูก็ถาม それから，尋ねました。えー，どうして，子供が尋
ねました。

69 「人間はね、相手が狐だと解ると、手袋を売ってくれないんだよ、それどこ
ろか、掴（つか）まえて檻（おり）の中へ入れちゃうんだよ、人間ってほんと
に恐（こわ）いものなんだよ」

แมบ่อกวา่ มนุษยน์ะ ［しばらく無言で読む］ ถา้รู ้
วา่อกีฝ่ังเป็นสนัุขจิง้จอกอะ่ เขาจะไมข่ายถงุมอืให ้
［笑う］ แลว้ก็จะโดนจับไปดว้ย มนุษยอ์ะ่ เป็นสิง่ที่
น่ากลัวจรงิ ๆ นะ

お母さんが言ったのは，人間はね［しばらく無言
で読む］もし相手が狐だと知ったらね，手袋を売っ
てくれないんだ［笑う］。それに，掴まえられちゃ
う，人間はね，本当に恐ろしいものなんだよ。

70 「ふーん」 แลว้ก็ ลกูก็รับรู ้ それから，子供も分かりました。



71 「決して、こっちの手を出しちゃいけないよ、こっちの方、ほら人間の手の
方をさしだすんだよ」と言って、母さんの狐は、持って来た二つの白銅貨
（はくどうか）を、人間の手の方へ握らせてやりました。

แลว้ก็ อยา่ลมืนะ วา่อยา่เอามอืขา้งนี้ใหไ้ปเด็ดขาด
 เอาขา้งนี้ เอามอืขา้งทีเ่ป็นมนุษยน์ี้ สอดเขา้ไปหา
เขานะ ก็แมส่นัุขจิง้จอก คอื เอา 
はくどうが［日本語で発話する］ คอืก็ไมรู่ว้า่ 
はくどうが［日本語で発話する］ คอือะไร 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「白銅貨
」を調べる。］ ออ่ มนัก็คอืเหรยีญ มนัก็คอืน่าจะเป็น
เหรยีญเงนิ ก็ เอาเหรยีญเงนิสองอนัใสไ่วใ้นมอื
ขา้งมนุษยข์องลกู

それで，忘れてはいけないよ，というのはこっち側
の手を絶対に出してはいけない，こっち側を出し
て，この人間の手のほう出して，その人に向かっ
て差し込んでね。それで，母狐，は，「はくどうが」
を出して，つまり，んー分からないのは「はくどう
が」が何なのか。［スマートフォンのimiwa?アプリ
を選択し，「白銅貨」を調べる。］ああ，これはメダ
ル，これはおそらく硬貨，んー，2つの硬貨を子供
の人間側の手の中に入れました。

72 子供の狐は、町の灯（ひ）を目あてに、雪あかりの野原をよちよちやって
行きました。

แลว้สนัุขจิง้จอกก็ ลกูสนัุขจิง้จอก 
［しばらく無言で読む。］ แปลไมค่อ่ยออกตรง 
よちよち［日本語で発話する］ แตว่า่ก็เดาวา่น่าจะ
เขา้ไปในตรง เขา้ไปหา เมอืง เขา้ไปในเมอืง ตาม
ไฟทีเ่ห็นอยู่

それで，子狐は，子狐。［しばらく無言で読む。］
「よちよち」をあまり直訳できませんが，推測では
おそらく，入っていきまする，探しに入っていきま
す，町に，町中に入って行きます，見えている電
気にしたがって。

73 始めのうちは一つきりだった灯が二つになり三つになり、はては十にもふ
えました。

แลว้ก็เริม่เห็นบา้นแบบมไีฟ ไฟดวงทีห่นึง่ ไฟดวง
ทีส่อง ไฟดวงทีส่าม จนเห็นเป็นสบิ ๆ ดวง

それで，なんか電気がある家が見え始めて，1つ
目の電気，2つ目の電気，3つ目の電気，10何個
まで見えるようになりました。

74 狐の子供はそれを見て、灯には、星と同じように、赤いのや黄いのや青
いのがあるんだなと思いました。

ลกูสนัุขจิง้จอกมองอนันี้แลว้รูส้กึวา่ เออ ไฟน่ะ
เหมอืนดาวเลย แบบ แบบมสีแีดง มสีเีหลอืง มสี ี
เขยีว เขยีวหรอื［色］ ฟ้าก็ไมรู่ ้

子狐がこれを見て感じたのは，えー，電気はです
ね，まるで星みたい，なんか，なんか赤色があっ
て，黄色があって，緑，色があって，緑か空［色］
か分かりません。

75 やがて町にはいりましたが通りの家々はもうみんな戸を閉（し）めてし
まって、高い窓から暖かそうな光が、道の雪の上に落ちているばかりでし
た。

แลว้ก็เดนิผา่นบา้นไป เดนิผา่นบา้นเขา้มาหลาย ๆ
 หลัง แลว้บา้นทกุ ๆ หลัง ก็จะปิดประต ูแลว้ก็มี
หนา้ตา่งอยู่ทีส่งู ออ๋ หนา้［หนา้ตา่ง
「窓」と言いかける］ ［しばらく無言で読む］ ก็จะมี
แสงทีอ่บอุน่จากหนา้ตา่งทีอ่ยู่สงู เออ่ หมิะที ่หมิะ
จากขา้งบนทีต่กลง แลว้ก็มแีตแ่คห่มิะจากขา้งบน
ทีต่กลงมาอยู่แถว ๆ ถนนเทา่นัน้

それから，家を通っていって，数々の家を歩いて
過ぎて入ってきました。それに，全ての家，は戸を
閉めていて，それに，高いところに窓がありまし
た。ああ，ま［「窓」と言いかける］［しばらく無言で
読む］，その高いところにある窓から暖かい光が
あり，あの，の雪，上から落ちてくる雪，それに道
のあたりに上から落ちてくる雪があるばかりでし
た。

76 けれど表の看板の上には大てい小さな電燈がともっていましたので、狐
の子は、それを見ながら、帽子屋を探して行きました。

ตรงนี้แปลไมอ่อก แตก็่เดาวา่ น่าจะก็เดนิหาบา้นที่
ม ีหมวกน่ันไปเรือ่ย ๆ

ここは，訳せません。でも，推測では，おそらくし
ばらくその帽子が，ある家を歩きつつ探していま
す。

77 自転車の看板や、眼鏡（めがね）の看板やその他いろんな看板が、ある
ものは、新しいペンキで画（か）かれ、或（あ）るものは、古い壁のように
はげていましたが、町に始めて出て来た子狐にはそれらのものがいった
い何であるか分らないのでした。

ไปทีร่า้นนัน้ ก็มทัีง้รา้น แบบ ป้ายจักรยาน ป้ายแวน่
 แลว้ก็มอีกีหลายป้าย ［しばらく無言で読む。］ 
新しいペンキ［日本語で発話する］ 
ペンキ［日本語で発話する］ คอือะไรไมรู่ ้แต่
สงสยัก็เลยหา 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「ペンキ
」を調べる。］ ออ่ มนัคอื paint［英語で発話する］
 ก็คอืภาพวาด แบบ แลว้ก็หนึง่ในนัน้ก็จะมี
ภาพวาดทีเ่พิง่ถกูเขยีนอนัใหมอ่นัหนึง่ แตร่าวกบั
วา่มนัเหมอืนกบัเป็นผนังโบราณ

その店に行くところ，んーあらゆる店があります，
なんか，自転車の看板，眼鏡の看板，それにいろ
いろな看板が。［しばらく無言で読む。］「新しいペ
ンキ」，「ペンキ」が何か分かりません。でも，疑問
に思いますので探します。［スマートフォンの
imiwa?アプリを選択し，「ペンキ」を調べる。］あ
あ，これは，「paint」［英語で発話する］，つまり，
絵画，なんか，それで，その中の1つにはある新
しく描かれたばかりの絵があります。でも，おおよ
そは古い壁のようなものでした。

78 ［しばらく無言で読む。］ ลกูสนัุขจิง้จอกทีเ่พิง่เขา้
เมอืงมาครัง้แรก มองสิง่พวกนี้แลว้ก็ งงวา่ของ
พวกนี้คอือะไรกนัแน่

［しばらく無言で読む。］町に初めて入ってきたば
かりの子狐は，こうしたものを見ても，こうしたも
のが一体何なのかさっぱりでした。

79 とうとう帽子屋がみつかりました。 พอเจอรา้นหมวกแลว้ 帽子の店を見つけると，

80 お母さんが道々よく教えてくれた、黒い大きなシルクハットの帽子の看板
が、青い電燈に照（てら）されてかかっていました。

［しばらく無言で読む］ ก็ ท าตามทีแ่มบ่อกไว ้
อยา่งด ีวา่ シルクハット［日本語で発話する］ ก็จะ
เป็น อนันี้ก็จะเป็นป้ายทีเ่ป็น มเีป็นรูปหมวก ผา้ไหม
 สดี า อนัใหญ่อยู ่［笑う］ อนันี้ ไมรู่แ้ปลวา่อะไรแต่
น่าจะแปลวา่แบบ ไฟ หรอือะไรอยา่งนี้ ไฟสอ่ง
สวา่งอยู่

［しばらく無言で読む］その，お母さんの言ってお
いたのにしたがってしっかり，その，「シルクハッ
ト」というのが，これは，帽子，の絵のある，看板
であって，シルクの，黒くて，大きいのです［笑
う］。これは，何と訳すか分からないんですが，お
そらく，訳すならなんか，電気，あるいはこんな感
じ，輝いている光があります。

81 子狐は教えられた通り、トントンと戸を叩きました。 เด็กก็ท าตามทีแ่มส่อนไว ้ก็คอื เคาะประตแูลว้ 子供はお母さんが教えておいたとおりに，つま
り，その，ドアをノックしてから

82 「今晩は」 ก็บอก 今晩は［日本語で発話する］ 「今晩は」と言いました。

83 すると、中では何かことこと音がしていましたがやがて、戸が一寸ほどゴ
ロリとあいて、光の帯が道の白い雪の上に長く伸びました。

หลังจากนัน้ก็ไดย้นิเสยีงแบบ กกุ ๆ กกั ๆ อยู่ขา้ง
ใน สกัพักหนึง่ ［しばらく無言で読む］ อนันี้ไมรู่ค้อื
อะไร แตจ่ะลองหาด ู
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「一寸」
を調べる。］ ออ่ มนัคอื 
ちょっと［日本語で発話する］ ［笑う］ มนัคอื
แวบ่หนึง่ ก็ ゴロリとあいて［日本語で発話する］ 
ก็ ม ี帯［日本語で発話する］ เป็นอะไรไดอ้กี 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「帯」を
調べる。］ มนัเป็นเหมอืนแถบ หรอือะไรทีเ่ป็นแถบ
แสง เออ่ เหมอืนกบัหมิะสขีาวทีอ่ยู่ขา้งบนยดื
ออกมาได ้

そのあとでんー音が聞こえて，中でコンコン，カン
カン，のような。少しして［しばらく無言で読む］こ
れは何か分かりませんが，探してみます。［ス
マートフォンのimiwa?アプリを選択し，「一寸」を調
べる。］ああ，これは「ちょっと」［笑う］。これは一
瞬で，んー「ゴロリとあいて」んー，「帯」がありま
すが何になれるでしょう。［スマートフォンの
imiwa?アプリを選択し，「帯」を調べる。］これは帯
状のもののような，あるいは光の帯の何かで，
えー，上にある白い雪は長く伸びてこられるよう
です。

84 子狐はその光がまばゆかったので、めんくらって、まちがった方の手を、
――お母さまが出しちゃいけないと言ってよく聞かせた方の手をすきま
からさしこんでしまいました。

［しばらく無言で読む。］ แลว้ลกูสนัุขจิง้จอกก็ 
ตรงนี้แปลไมอ่อกแตเ่ดาวา่ น่าจะเอาแต่ ทึง่กบัตรง
เนี้ย ทึง่กบัไอ แสงตรงนี้ แลว้ก็ ยืน่มอืขา้งที ่ขา้งที่
ผดิก็คอืขา้งทีแ่มบ่อกวา่ หา้มเอาออกไปใหดู้ หา้ม
เอาออกไป ออกไปทางนูน้ซะแลว้

［しばらく無言で読む。］それから，子狐は，このと
ころは訳せませんが推測では，おそらくしてばか
りで，このところでびっくりして，このところの光，
のやつでびっくりして，それから，の側の手を出
し，間違っている側つまり，お母さんが言ったほう
の，出して見せてはいけないと、さし出してはいけ
ない、そっちのほうを出してしまいました。

85 「このお手々にちょうどいい手袋下さい」 แลว้ก็บอกวา่ ขอ ถงุมอืทีเ่ขา้กบัมอื ถงุมอืทีเ่ขา้กบั
มอืนี้ใหห้น่อย

それから，言ったことは，ください，手に合う手袋
を，この手に合う手袋を。

86 すると帽子屋さんは、おやおやと思いました。狐の手です。 ทันใดนัน้ก็ คนขาย คนขายหมวกก็บอกวา่ พอ
มองดดูีๆ แลว้ ก็บอกวา่เป็นมอืของสนัุขจิง้จอก

突然，売り手，帽子の売り手は，よく見てみると，
その，狐の手だと言いました。

87 狐の手が手袋をくれと言うのです。 ［しばらく無言で読む。］ ก็พดูวา่ เหมอืนกบั ขอถงุ
มอืของสนัุขจิง้จอกหน่อย

［しばらく無言で読む。］で，狐の手袋をください，
のように，言ったようです。

88 これはきっと木（こ）の葉（は）で買いに来たんだなと思いました。 ［しばらく無言で読む。］ 木の葉 
木の葉［日本語で発話する］ คอือะไร ［笑う］ 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「木の葉
」を調べる。］ คอืในเนี้ย แปล มทีีเ่ป็นแบบ ใบไม ้
ดว้ย แตม่คี าทีเ่ป็นภาษาองักฤษอยู่เทา่นัน้ทีไ่มรู่ ้ก็
เลยจะลองหาด ู
［スマートフォンのlongdoアプリを選択し，「foliage
」を調べる。］ อนันี้ มนัแปลวา่ ใบไมอ้ยู่ด ีอะ่ ก็
เลยคดิวา่น่าจะมาซือ้ดว้ยใบไม ้ก็คอืคดิวา่ เดาวา่ 
คงไมม่เีงนิมาซือ้แน่

［しばらく無言で読む。］「木の葉，木の葉」は何で
すか［笑う］。［スマートフォンのimiwa?アプリを選
択し，「木の葉」を調べる。］つまり，この中に，訳
す，なんか葉のようなものもあります。でも，1つ
だけ英語で分からない単語があります，ので探し
てみます。［スマートフォンのlongdoアプリを選択
し，「foliage」を調べる。］これ，これを訳すと，同じ
く葉，です。なので，思うにはおそらく，木の葉で
買いに来ました。それで，思ったのは，予想では
きっと買うお金がないに違いありません。

89 そこで、「先にお金を下さい」と言いました。 แลว้ก็บอกวา่ กอ่นอืน่ก็จา่ยตังคก์อ่นสิ それで，言ったのは，まずは先にお金を払ってく
ださいね。

90 子狐はすなおに、握って来た白銅貨を二つ帽子屋さんに渡しました。 ลกูสนัุขจิง้จอกก็ ท าตามอยา่งวา่งา่ย หยบิ เออ่ 
เงนิทีอ่ยู่ในสองมอืขึน้มา ขึน้มายืน่ใหค้นขายหมวก
 ［しばらく無言で読む。］

子狐は，それに素直に従い，つかんで，えー，両
手の中にあったお金を出し，帽子の売り手に差し
出しました。［しばらく無言で読む。］

91 帽子屋さんはそれを人差指（ひとさしゆび）のさきにのっけて、カチ合せ
て見ると、チンチンとよい音がしましたので、これは木の葉じゃない、ほん
とのお金だと思いましたので、棚（たな）から子供用の毛糸の手袋をとり
出して来て子狐の手に持たせてやりました。

พอ เห็น พอเออ่ คนขายหมวกเห็นวา่ม ีเห็น เออ่ 
人差指のさきのっけて［日本語で発話する］ ไมรู่ ้
วา่ のっけて［日本語で発話する］ แปลวา่อะไร 
แตส่กัอยา่งเกีย่วกบันิว้ชี ้
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「乗っけ
る」を調べる。］ ออ๋ พอวางอนันัน้ไวบ้นปลายนิว้ชี้

ของ เออ่ คนขายหมวกแลว้ จากทีม่องวา่ ก็เห็นวา่ 
เออ่ ไดย้นิเสยีง ไดย้นิเสยีงแบบกริ๊ งกริ๊ งทีเ่ป็น
เสยีงของเงนิจรงิ ๆ ก็เลยบอก เออ อนัเนี่ยไมใ่ช่

ใบไมแ้น่ๆ เป็นเงนิจรงิ ๆ

見る，と，と，えー，帽子屋さんはあるのを見て，
見て，えー「人差指のさきのっけて」，「のっけて」
をどう訳すか分かりません。でも，人差指に関係
した何かです。［スマートフォンのimiwa?アプリを
選択し，「乗っける」を調べる。］ああ，の人差指の
さきの上にそれを置くと，えー，帽子の売り手の，
眺めてから，思われて，えー，音を聞きます，チリ
ンチチンという本当のお金の音を聞いたので言っ
たのは，えー，これはですね絶対に葉じゃない，
本当のお金です。

92 ก็เลยหยบิถงุมอืขนาดเทา่เด็ก 
［しばらく無言で読む。］ แลว้ก็ใส ่แลว้ก็เออ่ แลว้
ก็หยบิเออ่ ถงุมอืส าหรับเด็กออกมาจากชัน้ แลว้ก็
ใสใ่ห ้แลว้ก็ใสไ่วใ้นมอืของลกูสนัุขจิง้จอก

それで，子供に適したサイズの手袋をつかんでき
ました。［しばらく無言で読む。］それから，入れて
それから，えー，それから，つかんでえー，棚から
子供用の手袋を出してきて，それから，つけてあ
げて，それから，子狐の手の中に入れておきま
す。

93 子狐は、お礼を言ってまた、もと来た道を帰り始めました。 ลกูสนัุขจิง้จอกก็กลา่วขอบคณุ แลว้ก็เดนิกลับไป
ยังทางเดมิ

子狐もありがとうと発言して，それから，元の道を
歩いて帰っていきます。

94 「お母さんは、人間は恐ろしいものだって仰有（おっしゃ）ったがちっとも
恐ろしくないや。だって僕の手を見てもどうもしなかったもの」と思いまし
た。

แลว้บอกวา่ แมบ่อกวา่ มนุษยเ์ป็นสิง่ทีน่่ากลัว แต่
ความจรงิไมเ่ห็นน่ากลัวเลย เนี่ยขนาดดมูอืของผม
แลว้ยังแบบ ยังไมเ่ห็นจะเป็นอะไรเลย

それから，言ったのは，お母さんが言ってたの
は，人間は恐ろしいものだと，でも，実際は恐そう
には見えない，よ，僕の手を見てさえまだなん
か，それでもまだ何でもないように見えました。

95 けれど子狐はいったい人間なんてどんなものか見たいと思いました。 แลว้ ลกูสนัุขจิง้จอกก็คดิวา่ เออ มนุษยเ์นี่ย เป็น 
อยากเห็นจังวา่มนุษยเ์ป็นของแบบไหน เริม่คดิวา่
อยากเห็นจังวา่มนุษยเ์ป็นของแบบไหน

それから，子狐は，えー，人間というのは，です，
すごく見たくて，人間というのはどのようなものな
のか，人間がどんなものかすごく見たいと思い始
めました。

96 ある窓の下を通りかかると、人間の声がしていました。 พอผา่นไปหนา้ตา่ง พอผา่นหนา้ตา่งอนัหนึง่ทีอ่ยู่
ขา้งลา่งก็ไดย้นิเสยีงมนุษย์

窓を通り過ぎると，ある下にある窓を通り過ぎると
人間の声が聞こえます。

97 何というやさしい、何という美しい、何と言うおっとりした声なんでしょう。 ก็ไดย้นิเสยีงมนุษยว์า่เป็นเสยีงทีด่ใูจดี ดเูพราะ 
อยากรูว้า่พดูอะไร

んー聞こえてくる人間の声は優しそうな，きれい
そうな声で，何を話してるか知りたいです。

98 「ねむれ　ねむれ　母の胸に、ねむれ　ねむれ　母の手に――」 เออ่ ปรากฎวา่เป็นเสยีงกลอ่มเด็ก ก็บอกวา่ใหน้อน
 ในออ้มอกแม ่แบบใหน้อนในมอืแม ่อะไรอยา่งนี้

えー，子守歌だと明らかになりました。つまり，寝
かせると言っています，お母さんの胸の中で，お
母さんの手の中で寝かせるようだ，とか何かこん
なです。



99 子狐はその唄声（うたごえ）は、きっと人間のお母さんの声にちがいない
と思いました。

ก็บอกวา่ โอ น่าจะเป็น เสยีงของคณุแมม่นุษยแ์น่ ๆ つまり，言っているのは，おー，人間のお母さん
の声に違いありません。

100 だって、子狐が眠る時にも、やっぱり母さん狐は、あんなやさしい声でゆ
すぶってくれるからです。

ตอนทีล่กูสนัุขจิง้จอกจะนอน แมส่นัุขจิง้จอกก็ จะ
ใชเ้สยีงแบบนี้ ใชเ้สยีงแบบนี้กลอ่มเหมอืนกนั

子狐が寝るとき，母狐も，このような声を使いま
す，同じようにこんな落ち着いた声を使います。

101 するとこんどは、子供の声がしました。 ทนีี้ คราวนี ้ลกู อนันี้น่าจะเป็นลกูมนุษยก็์สง่เสยีง
มาวา่

ここで，今回，子供，これはおそらく人間の子供が
を出してきたのは，

102 「母ちゃん、こんな寒い夜は、森の子狐は寒い寒いって啼（な）いているで
しょうね」

แมจ่า๋ คนืทีห่นาวแบบนี ้เออ่ ลกูสนัุขจิง้จอกในป่า
ก็จะรอ้งวา่หนาว ๆ เหมอืนกนัใชไ่หม

お母さーん，こんな寒い夜は，えー，森の中の子
狐も同じように寒い寒いと啼いているのでしょう？

103 すると母さんの声が、「森の子狐もお母さん狐のお唄をきいて、洞穴（ほ
らあな）の中で眠ろうとしているでしょうね。

［しばらく無言で読む。］ เออ่ ตรงนี้ไมรู่แ้ปลวา่
อะไร แตจ่ะผา่น แตก็่เหมอืนประมาณวา่ เออ่ 
［しばらく無言で読む。］ ลองดก็ูได ้ตอนแรกวา่จะ
ผา่น 
［スマートフォンのimiwa?アプリを選択し，「唄」を
調べる。］ อา่นแลว้ไมเ่ขา้ใจก็จะขอดู ［笑う］ ออ๋ 
มนัคอื 唄［日本語で発話する］ แบบวา่ พอลกู 
เออ่ ลกูสนัุขจิง้จอกในป่าก็พอไดย้นิเสยีงแมก่ลอ่ม
 ก็จะนอนในโพรงเหมอืนกนัแหละ

［しばらく無言で読む。］えー，このあたりは何と訳
すか分かりません，が飛ばします，がどうも大体
のところで，えー。［しばらく無言で読む。］見てみ
ても構いません。最初は飛ばそうとしました。［ス
マートフォンのimiwa?アプリを選択し，「唄」を調べ
る。］読んで分からないので見させてもらいました
［笑う］。ああ，これは「唄」，なんか子供が，えー，
森の中の子狐が落ち着いたお母さんの声を聞く
と，たら，同じように洞の中で眠りますよ。

104 さあ坊やも早くねんねしなさい。 เพราะงัน้ลกูก็รบี ๆ นอนนะ だから，君も早く寝てね。

105 森の子狐と坊やとどっちが早くねんねするか、きっと坊やの方が早くねん
ねしますよ」

แบบ เออ มาดกูนัวา่ ระหวา่งลกูสนัุขจิง้จอก ลกู
สนัุขจิง้จอกกบัลกู ใครจะนอนเร็ว ใครจะนอนเร็ว
กวา่กนั เนี่ย ลกูจะตอ้งนอนเร็วกวา่แน่ ๆ

なんか，えー，してみているのは，子狐，子狐と子
供の間で，誰が早く眠りますか，誰のほうが早く
眠りますか，で，君はきっとで早く眠るはずだ，

106 それをきくと子狐は急にお母さんが恋しくなって、お母さん狐の待ってい
る方へ跳（と）んで行きました。

พอฟังอยา่งนัน้ลกูสนัุขจิง้จอกก็ รักแมข่ ึน้มาทันท ี
แลว้ก็ รบีไปหาแมส่นัุขจิง้จอกทีก่ าลังรออยู่

とこのようなことをきくと子狐は，すぐさまお母さん
が恋しくなり，それで，待っている母狐を探して急
いで行きました。

107 お母さん狐は、心配しながら、坊やの狐の帰って来るのを、今か今かと
ふるえながら待っていましたので、坊やが来ると、暖（あたたか）い胸に
抱きしめて泣きたいほどよろこびました。

［しばらく無言で読む。］ แมส่นัุขจิง้จอกระหวา่งที่
ยังกงัวลอยู่ พอเห็นลกูกลับมาแลว้ ก็รบี แบบ 
［大きく息を吸う］ ［しばらく無言で読む。］ พอ
เห็นวา่ลกูกลับมาก็ ตรงนี้แปลไมค่อ่ยออก แตก็่
ขา้มไปวา่ เหมอืนกบัรอมาตลอด ก็เลย พอเห็นลกู
มาก็เลยแบบรอ้งไห ้ไปกอดลกู แบบ แบบ ก็คอือก
อนัอบอุน่ของแมค่อื รอ้งไห ้ก็คอืกอดลกูเอาไว  ้
แลว้ก็รอ้งไห ้รอ้งไหด้ใีจ ［笑う］

［しばらく無言で読む。］母狐がまだ心配している
間に，子供が帰ってきたのを見るとて，すぐさま
［大きく息を吸う］のように。［しばらく無言で読
む。］子供が帰ってきたのを見ると，このあたりは
あまり訳せません，が飛ばしていくのは，どうも
ずっと待っていたようです。それで，子供が見え
たので泣くように，子供を抱きに行くようです，な
んか，なんか，んーつまり，お母さんの暖い胸と
いうのは，泣いて，それで，子供を抱きしめて，そ
れから，泣いて，嬉しくて泣きます［笑う］。

108 二匹の狐は森の方へ帰って行きました。 เออ่ แลว้ทัง้สองตัว สนัุขจิง้จอกทัง้สองตัวแมล่กูก็ 
กลับเขา้ไปในป่า

えー，それから，2匹ともが，狐2匹とも，母子が，
森に帰って入って行きます。

109 月が出たので、狐の毛なみが銀色に光り、その足あとには、コバルトの
影がたまりました。

［しばらく無言で読む。］ เพราะวา่คนืนี้เป็นคนืทีม่ี
พระจันทร ์เออ่ ก็จะ ขนของสนัุขจิง้จอกก็จะสอ่ง
แสงเป็นสเีงนิ รอยเทา้ก็จะเป็นแบบ รอยเทา้ก็จะ
เป็นแบบ เงา ๆ แบบ 
コバルト［タイ語において外来語に当たり，タイ語
発音をする］ ［笑う］

［しばらく無言で読む。］今夜は月がある夜なの
で，えー，その，狐の毛は銀色の光を放ち，足跡
もその，足跡もなんか「コバルト」［タイ語において
外来語に当たり，タイ語発音をする］のような影で
す［笑う］。

110 「母ちゃん、人間ってちっとも恐（こわ）かないや」 บอกวา่ แมจ่า๋ มนุษยอ์ะ่ ไมเ่ห็นน่ากลัวเลยนะ 言ったのは，お母さーん，人間はさ，全然恐ろし
そうじゃないよ。

111 「どうして？」 บอกวา่ ท าไมละ่ 言ったのは，どうしてさ。

112 「坊、間違えてほんとうのお手々出しちゃったの。でも帽子屋さん、掴（つ
か）まえやしなかったもの。

เนี่ยลกูอะ่ ยืน่มอืไปใหผ้ดิ แตว่า่ คนขายหมวกเขา
ก็ไมจั่บนะ

だって僕さ，間違った手を出して，でも，帽子を売
る人は掴まえなかったよ。

113 ちゃんとこんないい暖い手袋くれたもの」と言って手袋のはまった両手を
パンパンやって見せました。

แลว้ก็ใหถ้งุมอืที ่อุน่ขนาดนี ้อุน่และดขีนาดนี้มา
ดว้ย พรอ้มกบั 
show［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］ พรอ้มกบัเอามอืประกบ แปะ ๆ อยา่งนี้
ใหดู้

それに，こんな暖い，暖くてこんなにいい，手袋ま
でくれた，と「show」［タイ語において外来語に当
たり，タイ語発音をする］しながら，手を合わせて
出しながら，パンパンと，このように見せました。

114 お母さん狐は、「まあ！」とあきれましたが、「ほんとうに人間はいいもの
かしら。ほんとうに人間はいいものかしら」とつぶやきました。

แมก็่บอกวา่ แมก็่บอกวา่ แหม มนุษยอ์ะ่ ความจรงิ
แลว้ด ีบางทก็ีอาจจะดก็ีไดน้ะ บางทก็ีอาจจะดก็ีได ้
นะ

お母さんが言ったのは，お母さんが言ったのは，
へええ，人間って，ほんとうのところ，時にはいい
のかもしれませんね，時にはいいのかもしれませ
んね。

115 จบหนา้นงึ ［笑う］ 1ページ終わりました［笑う］。

116 อา้วจบแลว้ ［笑う］ わーお，終わりました［笑う］。

117 อบอุน่หวัใจมากคะ่เรือ่งนี้ すごく心が温かいです，この話は。


